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第２０期第１０回新居浜市農業委員会総会議事録 
 

１ 会議の日時及び場所 

（１）会議の日時 平成２３年６月２９日（水曜日）１６：０５～１６：４５ 

（２）会議の場所 ユアーズ ２階 白鷺の間 

２ 会議に出欠席した委員数及び氏名等 

（１）出席委員  ２７人 

   第 ２ 番    篠 原   修    第２０番   白 鳥 誠 二 

第 ３ 番    村 尾 浩 一    第２１番   池 田   繁 

第 ４ 番    髙 橋 秀 人    第２２番   守 谷 博 明 

第 ６ 番   鴻 上 孝 志    第２３番   小 野 英 雄 

第 ７ 番   河 端   廣    第２４番   野 口 敞 司 

第 ９ 番   桑 原 梅 信    第２５番   髙 橋 征 三 

第１０番   岡 部 正 明    第２６番   藤 田 幸 正 

第１２番   神 野 照 一    第２７番   佐々木 文 義 

第１３番   星  加 武比古      第２８番     藤 田 平 夫       

第１４番    永 井 幸 孝     第２９番   加 藤 良 一    

第１５番    神 野 幸 雄    第３０番   岡 田 雅 夫 

第１６番   古 川 一 豊     第３１番   前 田 和 男 

第１７番   仙 波 憲 一    第３２番   小 野 輝 雄 

   第１８番   岡 田 宜 近 

（２）欠席委員   ２人 

第 ８ 番   小 野 雄 基    第１１番   藤 田   奬 

３ 会議に出席した事務局職員 

   事務局長   原   正 英    事務局次長兼農政係長  岡 野 雄 二 

   主  幹   神 野 眞 一    主  査   明 星 章 人 

４ 傍聴者     

   な し 

５ 会議に付議した事項 

   議案第１号 下限面積（別段の面積）の設定について 

   報告事項  平成２３年度新居浜市農業委員会業務報告について 

        （１）会長報告 

         (２）農政部会長報告 

        （３）農地部会長報告 

その他  （１）第２０期新居浜市農業委員会親睦会会計の清算について 

        （２）農業委員選挙について  

 

◇                  

６ 議 事 

１６時０５分開会 

髙橋会長   皆さん、こんにちは。  

        それでは、ただいまから、第２０期第１０回新居浜市農業委員

会総会を開会いたします。  
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        開会に当たりまして、一言、ご挨拶を申し上げます。委員の

皆様方には、大変お忙しいところ、本日の総会に御出席いただ

きまして、誠にありがとうございます。  

平成２０年７月２０日、第２０期農業委員に就任して以来、本

当に月日のたつのは早いもので、この３年間、あっという間に過

ぎてしまったような気がいたします。  

この間、皆様方には、農業委員会の業務を通じまして、大変な

御支援、御協力をいただき、大過なく会長の任務を全うすること

ができましたことに対しまして、心から感謝を申し上げます。  

振り返ってみますと、私ども、任期中におきまして、農地、農

政部会員として、法律に基づく所掌事務を遂行することはもとよ

り、耕作放棄地の解消に向けて耕作放棄地実態調査を実施し、そ

の結果を基に、今後の意向など所有者に聞き取り調査をいたしま

した。  

景観形成作物取り組み事業につきましても、委員さんのボラン

ティアによりまして、市内３か所で農作業を行い、ひまわり、菜

の花、ポピーの開花に合わせて園児を招待し、大変喜ばれました。  

また、農業者年金の加入推進にも取り組みいただきまして、平

成２２年度は、目標となる、１人の新規加入を達成いたしまし

た。  

これもひとえに、委員の皆様方の御熱意・御尽力によるもので

ございまして、大きな成果の一つとなっております。  

しかしながら、農業者の高齢化、担い手不足、農産物の価格低

迷等により、耕作放棄地や遊休農地の増大等が懸念されることか

ら「今後の本市農業を持続・発展させる」ために、去る、５月６

日に、委員を代表して、役員とともに、建議書を、市長へ手渡し、

農業者の意見や要望が市の農業施策に反映されるよう建議したと

ころでございます。  

        私たちが、検討してまいりましたものを、本市農業振興施策の

基本として、次期、農業委員に申し送りたいと存じます。  
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        最後になりましたが、皆様方の御厚意、御協力に重ねて感謝を

申し上げますとともに、農業委員会のますますの御発展を衷心よ

り御祈念いたしまして、開会に当たりましての御挨拶といたしま

す。  

次に、本日の議事録署名委員でございますが、会議規則第１９

条の規定により、会長において守谷博明委員と小野英雄委員を指

名いたします。御両名よろしくお願いいたします。  

それでは、議題に移ります。本日の議題は、議案が１件、報告

事項が３件、及びその他となっております。  

それでは、総会資料の１ページをお開きください。これより議

案の審議に入ります。まず、議案第１号の「下限面積（別段の面

積）の設定について」を上程いたします。 

事務局から提案説明をいたさせます。 

岡野事務局次長（挙手）はい。 

髙橋会長    どうぞ。 

岡野事務局次長 議案第１号下限面積「別段の面積」の設定について御説明いた

します。 

資料の２ページをご覧ください。 

平成２１年１２月施行の改正農地法により、農業委員会が下限

面積の設定を行った結果、３０アールということで決定いたしま

した。 

その後、平成２２年１２月２２日付けで一部改正された「農業

委員会の適正な事務実施について」(農林水産省経営局長通知)に

おいて、下限面積は毎年見直しを行うように通知されており、愛

媛県からも毎年度、見直してくださいという指示がありました。

このため変更の必要がないかについて、下限面積の判断基準法令

や農地法施行規則第２０条に基づき確認をいたしました。 

資料の３ページをご覧ください。 

結果として、平成２３年選挙人名簿登録者による経営耕地面積

に当てはめますと、経営耕地総面積が９７，５２２アール、総農

家数が２，５５７戸、そのうち農家数の割合が４割を超える経営
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耕地面積は、０．２ｈａ以上～０．３ｈａ未満の５１．１％にな

りますので、下限面積は、現行の３０アールで変更は行わないこ

とにいたします。以上で説明を終わります。 

髙橋会長    ありがとうございました。議案第１号「下限面積（別段の面積）

の設定について」ただ今、提案説明がありましたが、このことに

ついて何か、ご意見、ご質問等ございますか。 

桑原委員    第２ページの中ほど(１)の理由の後ろの方に管内の農家とあ

りますが、管内とは新居浜市内の事でしょうか。 

髙橋会長    新居浜市で下限面積を設定しておりますので、管内とは新居浜

市内を示します。 

桑原委員    わかりました。 

髙橋会長    その他、ご意見、ご質問等ございますか。 

 

       （なしの声あり） 

 

髙橋会長    ご意見、ご質問がないようですので、原案どおり決定してもよ

ろしいでしょうか。 

 

       （異議なしの声あり） 

 

髙橋会長    異議なしと認めます。よって議案第１号「下限面積（別段の面

積）の設定について」決定させていただきます。 

        次に報告事項に移ります。 

それでは、報告事項（１）会長報告を私から報告させていた  

だきます。  

なお、平成２３年３月までの会長報告につきましては、平成２

３年３月２５日開催の第７回新居浜市農業委員会総会で報告して

おりますので、今回は平成２３年４月以降の報告とさせていただ

きます。  

資料の４ページをご覧ください。  
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まず、４月２８日ですが、私が、松山市の東京第一ホテル松山

で開催された４月定例常任会議員会議に出席し、農地法第４条、

５条等の許可事案に関する意見について審議いたしました。  

次に、５月６日、農政部会終了後、市役所市長応接室において、

役員とともに、市長へ建議書を手渡しました。  

次に、５月１８日から１９日の２日間で、農業委員先進地研修

が実施され、委員２２人、農林水産課１人、ＪＡ新居浜市１人、

事務局から１人の計２５人が参加しました。今年は、滋賀県近江

八幡市の「滋賀県農業技術振興センター」と、草津市の「あおば

な館」で研修し、熱心に視察をいたしました。  

次に、５月２０日、第１０３回愛媛県市農業委員会会長会が伊

予市のウェルピア伊予で開催されました。私と事務局長が出席し、

他市の懸案事項について協議いたしました。  

次に、５月２６日、２７日の２日間、平成２３年度全国農業委

員会会長大会が東京の日比谷公会堂で開催されました。私と事務

局長が出席し、東日本大震災の復興に関する要請、「地域の農地

と担い手を守り活かす運動」に関する申し合わせ決議等を行いま

した。  

次に、５月３０日、５月定例常任会議員会議が、松山市のＪＡ

愛媛において開催され、私が出席し、農地法第４条、５条等の許

可事案に関する意見について審議いたしました。  

次に、６月６日についてですが、資料６ページをお開きくださ

い。この資料は、次期の第２１期農業委員会の選任委員の推薦に

ついて、愛媛県農業会議や都道府県農業会議会会長会議での申し

合わせ決議にもとづき、市議会議長に、平成２３年６月６日付け

で、女性、青年農業者、認定農業者等の多様で行動力のある人材

が推薦されるように、直接、手渡したものでございます。 

次に、６月２７日、平成２３年度市町農業委員会会長及び事務

局長会並びに６月定例常任会議員会議が松山市の東京第一ホテル

松山で開催されました。私と事務局長が出席し、農地・構造対策
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の推進及び農地法第４条、５条等の許可事案に関する意見につい

て審議いたしました。  

会議の内容につきましては、５ページに掲載しておりますので、

お目通しください。  

以上をもちまして、会長報告を終わらせていただきます。続き

まして、報告事項（２）（３）に移りたいと思いますが、質問等

につきましては、報告の最後で、一括してお受けしたいと思いま

すのでよろしくお願いいたします。  

        それでは、報告事項（２）農政部会長報告に移らせていただき

ます。藤田幸正農政部会長、よろしくお願いいたします。  

藤田農政部会長 それでは農政部会長報告をいたします。  

資料の７ページをご覧ください。  

なお、平成２３年３月７日開催の第３回農政部会までは、平成

２３年３月２５日開催の第７回総会において御報告いたしており

ますので、今回は、平成２３年４月からの報告をいたします。  

まず、４月５日、市庁舎６階議員全員協議会室で開催されまし

た第４回農政部会は、「平成２３年度新居浜市の農業予算につい

て」を議題としました。事務局から農業委員会関係の予算説明を

受け、市経済部の担当者から、市の農業関係の予算説明をうけま

した。鳥獣害の被害防止対策についての質問、意見が出されまし

た。  

次に、５月６日、市庁舎６階議員全員協議会室で開催されまし

た第５回農政部会では、「耕作放棄地意向調査結果について」を

議題としました。今後の耕作放棄地対策について質問が出されま

した。  

次に、６月６日、市庁舎５階大会議室で開催されました第６回

農政部会は、「先進地研修の成果について」を議題としました。

５月１８日、１９日にかけて、滋賀県 近江八幡市の滋賀県農業
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振興技術センターと滋賀県草津市のあおばな館を視察研修いたし

ました。その感想と意見を各委員さんに出してもらいました。  

以上で、農政部会長報告を終わります。  

髙橋会長    ありがとうございました。  

        続きまして、報告事項（３）農地部会長報告に移らせていただ

きます。小野輝雄農地部会長よろしくお願いいたします。 

小野農地部会長 それでは、農地部会長報告をいたします。 

平成２３年４月から平成２３年６月までの農地部会の状況を  

御報告いたします。  

まず、部会の開催状況につきましては、資料の７ページに掲載してお

りますので、お目通しください。 

次に、８ページをご覧ください。 

イの農地の権利移転・設定状況のうち、まず①農地法第３条の処理状

況についてですが、所有権移転では、７件、７筆３，９４８.６１平方メート

ルとなっております。 

続いて、賃貸借権移転・設定については、該当がございません。 

使用貸借権移転・設定では、４件、４筆  ３，２８６平方メートルです。 

以上、第３条の合計が、１１件、田６筆６，３６１平方メートル、畑５筆 

８７３．６１平方メートル、計１１筆、７２３４．６１平方メートルとなっておりま

す。 

            次に、②農用地利用集積計画処理状況についてですが、まず、賃貸

借権移転・設定では、９件、１４筆１２，５１４平方メートとなっております。 

続いて、使用貸借権移転・設定では、４５件、７８筆６４，５００平方メー

トルとなっております。 

以上、合計が５４件、田８８筆７３，９９１平方メートル、畑４筆３，０２３平方

メートル、計９２筆７７，０１４平方メートルとなっております。 

９ページをお開きください。 

次に、③賃貸借権・使用貸借権の解約処理状況についてですが、ま

ず賃貸借権の解約では、２０筆１０，５１８平方メートルとなっております。 
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続いて、使用貸借権の解約については、３筆６，６７３平方メートルとな

っております。 

以上、合計が田１７筆８，５６５平方メートル、畑６筆８，６２６平方メート

ル、計２３筆１７，１９１平方メートルとなっております。 

次に、④賃貸借の解除処理状況については、該当がございませんで

した。 

次に、⑤小作地相続届出状況についても、該当がございませんでし

た。 

１０ページをご覧ください。 

ウの農地の転用取扱状況のうち、①農地法第４条、第５条の処理状

況についてですが、まず、第４条では８件、９筆４，４５３平方メートルとな

っております。 

続いて、第５条では４８件、８０筆３６，３６８平方メートルとなっておりま

す。 

以上、合計が５６件、田３６筆２２，７５３平方メートル畑５３筆１８，０６８

平方メートル、計８９筆４０，８２１平方メートルとなっております。 

次に、②用途別転用実績についてですが、住宅用地が６６件、２２，９

４９.１３平方メートル、鉱工業用地は０件、道水路・鉄道も０件、その他建

物及び施設用地は１２件、１３，７１７平方メートル、学校・公園用地は０

件、植林・その他は１１件、４，１５４．８７平方メートルとなっております。  

次に、エの農地等の贈与税及び相続税納税猶予に関する適格者証

明状況についてですが、該当がございませんでした。 

次に、オの諸証明及び転用確認状況についてですが、農地法適用

除外証明０件、転用確認書交付証明７件、農業用施設証明２件、競売

適格証明０件、その他諸証明８件でした。 

 最後に、カの和解仲介処理状況についてですが、持越は０件、受付

は０件となっております。 

以上で、農地部会長報告を終わります。 

髙橋会長    ありがとうございました。 

        ただ今までの報告事項につきまして、何かご意見、ご質問はご

ざいませんか。 
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        （なしの声あり） 

 

        御質問がないようですので、次にまいりたいと思います。  

        その他について、２点ございます。それでは、まず１点目の「第

２０期新居浜市農業委員会親睦会会計の清算について」ですが、

親睦会会計の清算及び監査報告がございます。事務局から説明い

たさせます。  

原事務局長   それでは、第２０期新居浜市農業委員会親睦会会計の収支につ

きまして、ご説明申し上げます。  

        農業委員会親睦会規約第７条により、任期最終の総会において、

決算報告をすることとなっておりますので、私から報告させてい

ただきます。  

本日配布しております農業委員会親睦会関係資料の１ページ 

をお開きください。  

まず、収入の部についてですが、第１９期の農業委員会親睦会

からの繰越金が１１６，２８８円であります。  

次に会費につきましては、委員月額２，５００円、職員月額１，

２５０円の約３年間にわたる総合計が３，０４８，７５０円であ

ります。なお、今期につきましては、残金が多いため委員親睦会

費としての引き去りは今年の 5 月分まで引き去りを行い、６月分

7 月分につきましては、引き去りを行わないことといたしました。 

        次に諸収入としては、愛媛県農業会議より全国農業新聞維持対

策費としての助成金が１２０，０００円、雑入として市長・議長

の寸志７０，０００円、預金利息が１，１１３円となり、諸収入

の合計が１９１，１１３円で、収入合計が３，３５６，１５１円

でございます。  

続きまして、支出の部につきましては、親睦会が計７回開催さ

れ、その合計費用が１，４２３，５００円となります。なお、平

成２０年７月２２日に開催した懇親会の委員分は、当日徴収した

ため今回の精算書の金額には反映されておりません。  
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次に見舞金および慶弔費が合計で５５，０００円となっており

ます。  

消耗品費が３５，４５３円、内容としては、景観形成に伴う作業

用マスク代や種代などでございます。  

続きまして、先進地研修代ですが、過去３回の先進地研修への

支出金額が１，０６６，３５４円となっております。  

また、その他の費用として、景観形成費用取組み事業のご協力

頂いた方へのお茶代が８１，９０７円、東北大地震の募金２７，

０００円でその合計が１０８，９０７円となっております。  

よってこれらの支出額の合計が２，６８９，２１４円となりま

す。  

収入合計から支出合計を差し引きますと６６６，９３７円が残

金として見込まれます。  

私からの報告は以上です。  

髙橋会長    それでは、次に、監査報告を藤田幸正農政部会長お願いいたし

ます。 

藤田農政部会長 監査報告をいたします。監事を代表いたしまして、監査結果を

御報告申し上げます。監事３人は、農業委員会事務局におきまし

て、平成２０年７月から平成２３年６月までにおける、当親睦会

収支の状況を監査いたしました結果、いずれも正確かつ適正に事

務処理がなされており、別紙清算書のとおり相違ないことを確認

いたしましたので、御報告申し上げます。 

        以上で監査報告を終わります。 

髙橋会長    ありがとうございました。 

        それでは、この親睦会の清算に関しまして、何かご意見、ご質

問がございましたらお願いいたします。 

 

        （なしの声あり） 

 

髙橋会長    ご意見、ご質問がないようでございますが、この会計報告を承

認させていただいてよろしいですか。 
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        （異議なしの声） 

 

髙橋会長    ありがとうございました。ご意見ご質問がないようですので、

会計報告については承認させていただきます。 

先ほど事務局から説明がありましたように第２０期の農業委員

会親睦会費につきましては、６６６，９３７円残る予定となって

おります。第１９期からの繰越金が、１１６，２８８円ありまし

たが、今回はどういたしましょうか。 

髙橋秀人委員  （挙手）はい。 

髙橋会長    どうぞ。 

髙橋秀人委員  第１９期からの繰越金と同額程度を第２１期の親睦会に繰越

して、後は委員に返還するようにしてはいかがでしょうか。 

髙橋会長    ただ今、前期からの繰越金と同じくらいは、来期に繰越をして、

残りは委員に返還するという意見が出ましたが、いかがでしょう

か。 

 

        （異議なしの声） 

 

髙橋会長    それでは、前期からの繰越金と同額程度を第２１期の親睦会に

繰越し、残りを委員さんに返すということにいたします。次に返

還する方法ですがどういたしますか。 

前田委員    （挙手）はい。 

髙橋会長    どうぞ。 

前田委員    ３年間で途中辞職した委員さんもおりますので、途中辞職した

委員さんも含め、各委員さんの在任期間で按分して還付金を求め

る方法はどうでしょうか。 

髙橋会長    ただいま、提案がありました、２０期に農業委員として在籍し

ていた在任期間を基に按分して返還するという意見が出ました

が、よろしいでしょうか。  
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        （異議なしの声）  

 

髙橋会長    それでは、第２１期に繰越す金額は前期の繰越金と同程度、及

び委員さんに返還する額につきましては、在任期間で按分すると

いう方法で、その具体的な方法については、事務局に一任したい

と思います。いかがでしょうか。  

 

        （異議なしの声） 

 

髙橋会長    それでは、事務局で処理をお願いします。  

続きまして、７月１０日に行われます第２１期農業委員統一選

挙について事務局から説明いたさせます。  

岡野事務局次長 第２１回農業委員統一選挙について、ご説明いたします。 

資料の１１ページをお開きください。 

第２０期農業委員の任期が平成２３年７月１９日で満了するこ

とに伴いまして、第２１回農業委員統一選挙が平成２３年７月３

日告示、７月１０日投票で実施されます。 

委員の定数は、第１選挙区、川西・川東地区が１１人、第２選

挙区、上部地区が１４人です。 

立候補者が定数に満たない場合で、定数の 5 分の２を超える場

合は、再選挙となります。第１選挙区で５人、第２選挙区で６人

の欠員でそれぞれ再選挙となります。 

投票があり、委員の欠員が生じた場合は、その時期を問わず、

法定得票数を得たもので当選人とならなかった者がある時は、繰

上補充となります。  

任期中に定数の 5 分の２を超える欠員が生じた場合は補欠選挙

になります。  

投票できる人は、新居浜市農業委員会委員選挙人名簿に登録さ

れている人です。  

告示後、定数を超えての立候補者があり、選挙になった場合、

７月４日（月）以降に入場券を郵送いたします。  
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入場券は、1 人につき１枚の入場券を世帯ごとに封筒でお送り

します。  

投票所については、第１選挙区、第２選挙区とも６投票所とな

っております。  

今回の選挙では、投票所には立候補者の氏名を掲示する予定で

す。  

また、当日、仕事や旅行などで投票できない方は、７月４日（月）

から７月９日（土）までの間、前もって期日前投票することがで

きます。  

以上で、第２１回農業委員統一選挙の説明を終わります。 

髙橋会長    ありがとうございました。 

        それでは、農業委員の選挙に関しまして、何かご意見、ご質問

等はございませんか。 

村尾委員    （挙手）はい。 

髙橋会長    どうぞ。 

村尾委員    投票の件ですが、一般の選挙では指定された病院、施設等で出

来ますが、農業委員の選挙でも可能ですか。入院されている方も

おりますので教えてください。 

原事務局長   選挙人名簿に登載されている人につきましては、選挙できると

いう事で、一般の選挙に準じて投票することが出来るという事に

なりますが、後ほど選挙管理委員会で確認し、ご連絡させていた

だきます。 

村尾委員    第一選挙区では選挙になるのではないかという事で、今現在、

選挙管理委員会が行っている事前審査が済んでいる人数を教え

てください。 

原事務局長   上部では、１４名の定数に対し１４名の事前審査が済んでおり

ます。旧市、川東につきましては、１１名の定数に対し１２名の

事前審査が済んでおります。 

髙橋会長    他にご質問はございませんか。  

 

        （なしの声あり） 
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髙橋会長    以上をもちまして、第２０期第１０回新居浜市農業委員会総会

を閉会いたします。  

原事務局長   閉会前に１点ご報告させていただきます。急遽ということにな

ったので、お手元に「標準処理期間の設定について」という１枚

の資料をご用意していると思いますが、農地法第３条許可事務の

適正化・透明化対策についてということで、国、県から市農業委

員会に対して、農地法第３条許可事務処理の事前周知や申請者側

に立った相談事務、申請書受理後の事務の透明化、農地法第３条

許可基準事例集の作成、標準処理期間の目標日数の公表、下限面

積の見直等についての指導がありました。今回お示ししておりま

す「標準処理期間の設定について」というのは、行政手続法第６

条において、行政庁は、申請に対する処分をするまでの標準処理

期間を定めるよう努めることとされている。このため、農地法第

３条に係る標準事務処理期間を以下のとおり設定いたしました

ので報告いたします。これは、農地法第３条第１項新居浜市農業

委員会で行われる毎月１５日の締めに対して、定例的には５日が

農業委員会の農地部会ということで、５日を含めて通常の処理日

を２０日間と設定し、公表させていただくということでご報告い

たします。 

髙橋会長    御協力ありがとうございました。  

        なお、５時１５分から鳳凰の間で懇親会を予定しておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

１６時４５分閉会 

◇ 

新居浜市農業委員会会議規則第１９条第２項の規定により 

ここに署名する。 

新居浜市農業委員会 

 

     会 長 
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     委 員 

 

     委 員 


